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日本では少子化が急速に進み、子どもを取り巻く環境が大きく変化しています。それに応じ
て、育児形態が多様化し、育児不安を持つ親が増え児童虐待などが表面化してきています。社
会変化の中で「健やか親子21」が創案され、その重点課題に「育てにくさを感じる親に寄り添
う支援」「妊娠期からの児童虐待防止対策」があげられました。子どもの発達段階に応じた日本
文化に即した育児のQOL調査票を開発し、問題となりえる要因を明らかにする目的で研究を
行っています。今後は、具体的な解決策を専門職とともに検討し、最終的には自己調査および
自己分析できるシステムの開発を行う予定です。
これまで、①子ども：幼児期～思春期、②母親：乳児期～学童期、③父親：幼児期のオリジナル
なQOL調査票を開発してきました。現在は、胎児期および乳児期の両親に対するQOL調査票
の開発と首尾一貫感覚（SOC：Sense of coherence）の変化を明らかにしています。子ど
もの発達段階に応じた両親と子どもの課題と解決策を提案し、課題解決のためのシステム作り
を行っています。

研究概要

• 発達段階に応じた子育て中の両親と子どものQOL、問題の要因、課題、日常生活に関する要望
などが把握できます

• 育児環境の整備や育児支援の検討につながります
• QOL自己調査および自己分析できるシステム開発を協力して行うことができます
• 課題解決のためのシステム作りを協力して行うことができます

産学連携の可能性（アピールポイント）

①外部資金
• 科研費（基盤C），胎児期から乳児期の子どもを育てる両親のQOLとSOCに関する研究，研究
代表者（R1年度～R6年度）

• 科研費（基盤C），幼児期および学童期の子どもとその親のQOLに関する研究，研究代表者
（H25年度～H27年度）

②研修講師
• 佐々町教育委員会依頼講演「乳幼児を育てる母親のQOLについて」講師
• QOL研究会夏期セミナー講師

外部との連携実績等

教員情報URL https://sun.ac.jp/researchinfo/rika-h/
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